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「今日は大丈夫だろうか」と雨戸を開けながら空を見上げる毎日です。新潟中越地域で起こった地震災害、余震はもちろん、天候も気がかりです。
たたまた大学時代にお世話になった先輩が小千谷西高等学校に勤務されています。校長という立場で、学校に寝泊まりをし、たいへんな日々を過ごしているとのことです。送られてくるメールの中のファイルに、被災地の中心でありながらいち早く登校を再開した決意を、私の「意」という言葉で簡素に表現され、混乱した状況の中でのリーダーシップひとつの形を感じ、多くを語らぬが故に心打たれるものがありました。
登校日には、『人間、「厳しい時だからこそ、笑顔を忘れず、何事にも前向きに考える、積極的思考（ポジテイブ・シンキング）で頑張ろうじゃありませんか！」 今日、学校へ来ることができなかった生徒の分も頑張って、前へ進んでいこう！そして君たちのネットワークで報告してやってください。頑張ろう』と切なる言葉を生徒に投げかけられたそうです。
さて、平成１６年度第３回例会は、10月29日（金）、近畿大学会館（、午後6時～８時40分）にて開催され、船越先生の「アテネオリンピック・日本柔道への心理的サポート」という題目で話題提供していただきました。
私の手違い（PCの操作ミス）で、例会開催の連絡が会員の皆様すべてに届いていなく、参加者の先生方から指摘を受けました。たいへんご迷惑をおかけし、申し訳ございません。
 このような手違いもあり、今回は、船越先生を入れ、１３名という参加者でしたが、それ故に親密な対話の場となり、船越先生も会員ひとり一人の意見や質問に対して、丁寧に対応していただきました。アテネオリンピックに参加した日本柔道選手の詳細なＵ－Ｋによる分析、それに基づくコーチへの心理的アドバイス、コーチを通じての選手への心理的サポート、貴重な資料、分析結果を提示、報告していただきました。興味深いことに、柔道における心理的サポートは、基本的にはコーチ陣を通じての選手への実践的なアドバイスであり、コーチ陣への信頼と細やかな配慮を十二分にうかがい知ることができました。コーチ陣に送られた手紙には、事細かにコーチ陣の人間性を生かす包み込む暖かな言葉、そして選手の個々人の時の流れにあった心身状態の把握とコンディショニング方法、戦略方法などが丁寧に書かれており、まさにそれはコーチ陣や選手のそれぞれの人間性、個性を引き出すものでした。
今回も予定の時間をはるかにこえてしまい、事務の方をやきもきさせてしましました。
例会後の懇親会にも遅くなったにもかかわらず、ほとんどの方が参加され（遠方からの参加者には心苦しいですが）、船越先生を囲み、今後のスポーツ選手への心理的サポートのあり方から、メンタルトレーニングの技法、今後の方向にいたるまでさまざまに意見を交わすことができました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世話人　津田忠雄
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─────────────────────────────────────────
【1】平成１６年度　第２回例会要旨報告
　　「アテネオリンピック・日本柔道チームの心理的サポートについて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船越正康（大阪心理技術研究会）
─────────────────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　定年後、ぐうたら宣言をしたのはよいけれどもオリンピック年を忘れていた。熊本に始まり、北海道士幌町、釧路町、大阪の女子合宿と長野は富士見高原の男子合宿に延べ２５日間参加。その間、クレペリン検査の実施と判定・報告書の作成、選手の状態確認とコーチやサポートスタッフとの話し合い、依頼に応じて選手との面談を行った。シドニーオリンピック終了時に全柔連の強化委員を辞退していたが、医科学委員は継続扱い。ＪＯＣの強化：情報・戦略スタッフは毎年更新されており、活動自体に支障はない。むしろ全合宿日程への参加を断ったり、こちらが大事と思うときに出向くような我侭が許されて助かった。

引継ぎ資料を見ると、全柔連が強化にＵＫ法を使い始めた最初はモントリオールオリンピック(１９７６)である。オリンピック年の検査ではないが、ミュンヘン（１９７２）の出場選手は全員のデータが残されている。アテネにおける柔道チームは好成績を納めた。その理由をメンタルサポートの視点から探るとき、過去の戦績とＵＫ結果の関係には興味をそそられる。今回の発表では、ＵＫ法による人間理解の復習とデータの提示から始めた。

人柄類型不変・精神健康度可変仮説を基本におくスポーツ適性研究では、競技力水準が高くなるほど種目やポジションごとに特定人柄型の出現率が高くなる。その上で、精神健康度の高いものがレギュラーポジションを得て好成績をあげる。柔道では職人気質・名人肌の分裂型が多出し、国際大会では彼らが代表権を取り、高健康者がメダルを量産してきた。さらに心的エネルギー水準を示す作業量段階が高く、曲線が上昇傾向を示す選手ほど好成績を残すことが知られている。ところがオリンピックに関しては、これらの法則を鵜呑みにするわけにはいかなかった。確かに分裂型や高作業量者が多く普段の健康度水準は高いけれども、オリンピックでの精神健康度は中度止まり。競技成績との連関は分裂型が他の型よりも金メダルを多く取ることぐらいだった。これらの点はソウルの斉藤仁、バルセロナの古賀稔彦・吉田秀彦３選手の優勝時に気づき、以後の恵本裕子や田村亮子選手たちのサポートの際に役立った。というのも選手の個性を人柄論によって把握し、個々の人柄の高健康時の姿が現れるように働きかける。同時に心的エネルギー水準を高め、勢いと集中と根気の象徴である上昇曲線が具現するように工夫するサポートである。

これらの視点を踏まえてアテネ約１月前のＵＫ結果を眺めたとき、景気のよい話は出てこなかった。女子はアトランタ以降のサポート実績があり、シドニーの失敗を繰り返さなければよいが、男子のデータ水準は７名中４名に心的エネルギー水準の低さと意欲喪失・根気不足を意味する下降傾向が示されていた。とはいえ１月前に検査をする意図は、結果が好ましくない場合でも、時間をかけて建て直しを計ることにある。楽観は許さないが悲観に暮れることはない。斉藤ヘッドコーチから特注を受けて、Ａ４版５頁のレポートを認めた。女子は４名がシドニー体験者、他の３名も世界選手権に出場しており、全員がメダリストである。８年かけたといっても僅か２回のオリンピックで、これだけの選手を育てた吉村和郎ヘッドの手腕は見事である。柔道に対する九州男児の情熱と人間味がコーチ陣とサポートスタッフを結びつけ、選手の才能を開花させた集大成であろう。金５＋銀１の成績は史上初の快挙、男子の金３＋銀１にして前任者・山下氏の２期目と同じであった。

ＵＫ法によるメンタルサポートには、多少異質の感を持つ人がいるのではなかろうか。ＭＴ技法を指導する範疇に納まらないのがＵＫ法であり、スポーツ場面へのＵＫ適用は技法に優先して人間理解が命題となる。その上で客観的な指標の変動を捉えて現状を確認し、選手やコーチングスタッフの個性を踏まえて提言を試みる。今回の成功の背景にはデータが持つ負の特性を、ＵＫ法による人間理解から敷衍してプラスに転じる考え方がある。健康度中度者９名中８名と作業量一般水準男子４名中３名のメダリスト、下降傾向を示す５選手全員の金メダルがその該当例であった。
─────────────────────────────────────────
【2】平成16年度 第３回関西体育心理例会感想　
－個性を理解すること－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林悠子   奈良女子大学大学院

─────────────────────────────────────────
10月末、第３回関西体育心理例会が開催され、今回は、船越先生が「アテネオリンピック日本柔道への心理的サポートについて」というテーマでお話してくださいました。　
　アテネオリンピックが開催された8月、日本中が連日の熱戦に沸き立っていました。体操男子団体の金メダル、競泳の北島選手の２冠達成、女子マラソンの野口みづき選手の金メダル・・・と話題には事欠かず、かく言う私も「なんて中途半端な時間から・・・」とアテネとの6時間の時差に眠い目をこすりながらついついテレビ報道に釘付けになってしまった一人です。そしてアテネオリンピックで忘れてはならないのが柔道の選手らの活躍で、今さら言うまでもありませんが、その陰には船越先生らのサポートがありました。
今回の発表はオリンピック代表選手らのクレペリン検査の結果を実例に、先生の今までの日本柔道への取り組みについて語ってくださるというものでした。　内田クレペリン検査法は連続加算作業を行い、その作業曲線のプロフィールからその人の人柄やその時の精神状態を測るものですが、私自身はあまりなじみのない検査法でした。昔、実際にクレペリン検査を受けた気もしますが記憶は定かでなく、後輩の実験の被験者をした時にストレス課題のツールとしてクレペリンを行ったぐらいで、「この作業で何がわかるのだろう？」と、恥ずかしながら今までよく知りませんでした。
ですが今回、船越先生が実際のプロフィールを挙げて説明をしてくださったことで、それぞれの曲線の持つ意味やそれにより導き出される精神状態など、非常によく理解することができました。何より、それらの結果がすべてオリンピック代表選手らのものであったということ。各選手らの対戦姿がまざまざと脳裏によみがえり、また、オリンピックや世界選手権の試合の様子や、普段知ることのない合宿中の選手らの姿や実際に交わされた言葉など、エピソードも盛り込んでのお話はとても身近に感じられ引き込まれました。
お話から、船越先生がいかに選手や柔道界の方々に信頼され、また愛情と情熱を持ってサポートに取り組んでいらっしゃるかがよくわかりました。また、現役選手らの貴重な資料を見せて頂くことができ、嬉しかったです（ミーハーと言われそうですが）。
例会の参加者が比較的少なかったことで、質疑応答も一人一人に丁寧に答えてくださいました。様々な競技で実際にメンタルサポートを行ってらっしゃる先生方が多く、臨床的な視点からの質問が中心だったため、現場に立った経験のない私は話について行くのが大変でしたが、その中で指導者として何が必要であるのかといった質問への、船越先生の答えが印象的でした。
ちょっと言葉が違っているかもしれませんが、それは「個性を理解し認めてやり、自分の理念や型を押し付けてしまわないこと」ということでした。経験があればあるほど、ついつい「自分のやり方」に固執してしまったり、「自分の見方」で判断してしまいがちです。いま現在では誰かを指導するということはあまりないのですが、今後そのような立場に就いたときにはこれを忘れず人と接したい（接しなければ）、と思いました。
もう一つ、「まず自分自身が健康であること」も必要であるとおっしゃっていました。長年、選手や学生に接してこられた先生の経験に基づく言葉は非常に含蓄があり、有意義な2時間を過ごさせて頂きました。
　ところで、数え切れないくらいクレペリン検査法を行いそのプロフィールを見てこられた船越先生は、誰かと話した時に相手がどういう人柄類型かほとんどわかるということです。ずいぶん前に研究会で実際にクレペリンを行ったと津田先生がおっしゃっていましたが、是非もう一度その機会を設けて頂き、私も自分の類型を教えて頂けないかなあと思います。もっとも、すでに何度もお話しさせて頂いているので先生には私のタイプはすっかりばれていることでしょうが。忙しくてそんな暇はないよと怒られそうですが、船越先生、よろしくお願いいたします。
　
林悠子（はやし ゆうこ）
奈良女子大学大学院人間文化研究科博士後期課程在学中。イメージが心身に及ぼす影響に興味があり、日常場面において効果的にイメージを用いるにはどうすればよいかといったことなどについて研究中。
─────────────────────────────────────────【４】リレーコラム　　　　「アテネオリンピック観戦記－平和への祈りー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀井太輔(成安造形大学)
─────────────────────────────────────────　
　　今回のアテネオリンピックでは、いろいろ考えさせられるものがありました。会場での観戦は、選手の、観衆の息づかいを身体ごと受け止めることになり、その臨場感は想像以上のものでした。

観戦でのメインは、８月１９日に行われた柔道競技です。私自身が柔道を経験していたこともありますが、前年のスポーツ心理学会で研究発表されていた井上康生選手を身近に感じていたこともあり、また、彼の実績、技の切れ、その人柄に惹かれていたこともあり、声の届くところで応援したかったからです。
しかしながら、井上康生選手は負けてしまいました。応援していた私は声を失いました。日本からの応援団も、大きなため息とともに声を失いました。勝負に負けるには、何らかの理由はあるのかも知れません。彼は多くを語らず、その後は、日本選手団の主将として、競技する日本選手の応援に忙しく会場を回り続けました。

ここで、井上康生選手についてあれこれ詮索するつもりはありません。ただ、その場にいたものでしか感じることのできないことがあります。

会場では、試合が続いていました。

イスラエルに１００ｋｇ級代表であるゼービという選手がいます。彼は、きっと国民的英雄なのでしょう。観客席にいる応援団の人数や揺れる旗の多さ、その熱狂ぶりから容易に想像できました。彼は、昨年のヨーロッパチャンピオンで今年２月のフランス国際でも優勝している実力者です。彼の柔道はパワフルでキレがあり、立ち振る舞いも堂々としています。相手にポイントをリードされた試合でも、最後まで諦めずに攻め続けて逆転勝利していました。観客席からの揃った大きな声援も彼の闘志を奮い立たせたように感じます。
しかし、井上康生選手のライバルになると前評判の高かった彼も、準々決勝で負けてしまいました。そのときの応援団には相当の落胆があったに違いありません。あれだけ騒がしかったホールが、一瞬凍り付いたような寒気とともに静寂に包まれました。この応援団の瞬時の反応は、井上康生選手が破れたときとほとんど同じでした。ただ違ったのは、すぐに彼を励ますような声を揃えた大合唱が沸き上がったことです。もちろん、言葉は理解できません。しかし、負けても次は頑張れよという感じが直に伝わってくる応援でした。その結果、彼は敗者復活戦を勝ち抜き、見事に銅メダルを獲得しました。
イスラエルは、宗教的にも、政治的にも多くの問題・課題を抱えています。この大会でも、柔道男子６６ｋｇ級でイランのミレスマイリ選手がイスラエル選手との対戦を回避し、政治的な棄権への罰則を回避するために、体重を落とすことなく計量を受けて失格になっています。ミレスマイリ選手は、2001年、2003年の世界選手権大会で２連覇を達成しており、アテネでは優勝候補筆頭と目されていました。しかし、イランはイスラエルを「パレスチナの占領者」と非難し、その国の存在自体を認めておらず、スポーツ分野を含めた一切の交流を禁じているのです。

私は、イランという国に対しても、イスラエルという国に対しても、語る多くの知識や知恵を持ち合わせていませんし、論じるにはあまりにも失礼なことです。しかしながら、スポーツが政治の中に組み込まれ、利用され、行き場を失うこともある、ということを実感できます。

古代ギリシアオリンピックは、各地の内紛を休戦して開催されました。まさに、平和の祭典であり、平和への祈りが込められていたことは確かなことでしょう。

アテネオリンピックで競技する選手に、感動し、声援を送り、自らも一体化し、会場そのものもひとつになり、どよめき、歓喜し、心身が解放されることを実感することは、つかの間のことかもしれませんが、平和への象徴的行動として連なることだと思っています。
私もまた、阿武教子選手がオリンピックチャンピオンに輝いた瞬間、隣の席にいたロシア人から「おめでとう」と言われ、別の外国人応援団からは「ビューティフル・イッポン」などと言われて握手を求められました。陸上競技会場では、男子100m決勝時、うねる大きなウェーブに加わり、言葉では言い表せない感動を覚えたものです。

世界平和への道のりは、けっして安易なものではありません。ただ、会場で味わったあの一体感は、平和への祈りとして、誰かに捧げたものだと思っています。

次回は、大阪電気通信大学の金田啓稔先生にお願いします。

堀井太輔（ほりい　たいすけ）　成安造形大学講師
1969年滋賀県生まれ、早稲田大学人間科学部卒業、滋賀大学大学院教育学研究科修了
スポーツ選手のメンタルトレーニング、気（気功）を応用した身体運動の生理心理学的効果、運動意欲の個人差とその背景などの研究を行っている。スポーツメンタルトレーニング指導士補（認定1024号）
──────────────────────────────────────────────────
【５】配信について 
─────────────────────────────────────────
　例会の新しい試みとして、会員の皆様に隔月に開催している例会についての報告を「関西体育心理例会通信」という形で配信することにしました。参加できなかった会員の皆様からの声を反映したものです。

今後、体育心理学、スポーツ心理学に関する最新の情報も提供できればと思っております。

　例会に関するご希望、ご意見、あるいは体育心理学、スポーツ心理学に関する情報提供などは、以下の連絡先までお願い申し上げます。

*********************************************
世話人　津田忠雄
〒577-8502 東大阪市小若江３－４－１
近畿大学健康スポーツ教育センター
TEL:　06-6721-2332　内線 3159
FAX:  06-6726-5202
E-mail: tadao-tsuda@mbn.nifty.com
*********************************************
